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ま え が き 
 

少子化の進展や急速な高齢化に伴う労働力人口の減少、さらには労働者の価値観やライフ

スタイルの多様化等により、わが国の雇用をめぐる環境は大きく変化している。こうした変

化に対応し、活力ある社会を築いていくためには、男女が共に、生活（家庭生活）との調和

を図りながら、充実した職業生活を送ることができる環境の整備が重要な課題になっている。 

 当機構では、そうした課題に対応するため、プロジェクト研究「仕事と生活との調和を可

能とする社会システムの構築に関する研究」において、両立（調和）のための支援策のあり

方について総合的に検討を加え、企業、家庭、地域社会を含めた諸制度や諸施策の課題を明

らかにする研究に取り組んできた。 

本報告書はその中間報告であり、調和（両立）の課題において大きな焦点になる仕事と育

児・介護との両立について、全国規模で実施したアンケート調査「仕事と生活調査」の分析

に基づき多角的に検討し、実態及び課題を明らかにしている。 
仕事と生活の両立は、企業・家族・地域社会など多方面からの支援によって可能となる。

分析結果によると、働く女性の多くが出産に伴い仕事を退職しており、仕事か育児かの二者

択一の状況に置かれている。また、勤労者の多くが介護休業のニーズを持っているにも拘わ

らずその取得はほとんど進んでいない。こうした状況を克服するには、企業や家庭や地域社

会による支援が柔軟かつ有機的に連携できるような支援体制の構築が重要である等、両立支

援の諸課題が明示されている。 

 本報告書が、企業、労働組合、関係機関の方々、および研究者等の両立支援に関心がある

専門家の方々にご活用頂ければ幸いである。 
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